
　　　島根半島四十二浦巡り再発見講演会―四十二浦巡りを考えるⅡ―アンケ－ト　

　　 （集計結果）　　　　　　　　　　島根半島四十二浦巡り再発見研究会(H23.11.12)
· 今後の研究会の行事を計画するための参考と致しますのでお答え頂くようお願いします。
回答数　６２／１００人　　　回収率62％
○　あなたの住所(       )市・町　　　年齢(   )才　　男・女別(　　)性　
松江市４８人77％　出雲市13人21％　　63.8歳　　　男性46人74％　女性16人26%
1. 今日の「再発見講演会」については、全体として

1 よく理解できた　②理解できた　③もう少し話を聞きたい　④理解できなかった

10人　16%       26人42%       14人23%              0人0%
2. 講演①「四十二浦巡りと江戸時代の観音巡礼」については、　
1 よく理解できた　②理解できた　③もう少し話を聞きたい　④理解できなかった
11人　18%        33人53%     14人23%               1人1.6%
3. 講演➁「汐汲みと塩の文化」については、

1 よく理解できた　②理解できた　③もう少し話を聞きたい　④理解できなかった
7人　11%         33人53%     16人　26%             2人3.2%
　　・Ｐ4の最後の3行の説明をもう少し聞きたい。

4. 今日の講演会をどういう方法で知りましたか。
1 新聞　　②テレビ　③ポスタ-(図書館・電停・コミセン(公民館)) ④研究会広報誌
  19人31%  0人0%     13人21%                               19人31%          
⑤研究会ホ－ムぺ－ジ　⑥知人　　　⑦　家族　　⑧その他(　　　　　　　　　)
      1人1.6%               5人8%     0人0%    8人13%           
5. 「島根半島四十二浦巡り」については、

1 知っていた　②行ったことがある　③　知らなかった　④七浦巡りは知っている
22人35%     9人15%              23人37%       7人11%           

　⑤　島根半島に行ったことがない0人0%
· どんな時に浦巡りをしましたか。( 四十九日　親族の命日　観光　その他 　   )
　汐汲みの方法・納め先(                                                   　)

　　　・近くの浜の海水で手足を洗う。
　　　・鹿島町古浦で汲み、佐太神社に納める。2件

　　　・ホンダワラ（海草）で神社に納めている。

　　　・伊野浦で汲み、自宅手洗いに置く。

　　　・忌明け50日の朝に汐汲み

　　　・忌明けの時、湾内の7ヶ所で汐汲みし、神社へ参り、自宅も清める。

　　　・人がなくなった時に、砂浜や船着き場へ海水を汲みに行った記憶がある。

6. 四十二浦巡り研究会に望むこと
①　今後の研究会の講座・講演会の開催内容 
どんな内容を聴きたいですか。(自由記入) 12件
　　・四十二浦の神社の故事来歴
　　・パートⅠ、Ⅱと同じようにⅢも継続してください。

　　・各浦毎の伝説等

　　・現地巡回を多く。

　　・出雲の国の誕生、国譲り、国引きの話を聞きたい。

　　・関先生の古事記、日本書紀の講義をお願いします。

　　・各神社の由来について知りたい。

　　・夫々貴重な話を聞きました。更なる講座をお願いします。

　　・関心はありましたが、詳しく話を聞くのは初めてです。

　　・神楽の七座宍道の「塩清め」、「潮祓え」について、汐汲み文化の関連等

➁　研究会広報誌、ホ－ムぺ－ジについて　　5件
感想・意見をお聞かせください。(自由記入)

　　・年代的にホームぺージに関われない人達のための視点も考えてほしい。
　　・ホ－ムぺ－ジをじっくり見てみます。
　　・広報誌を今後も発行してください。２件
　　
③ その他希望すること(自由記入)　　　　　3件
　　・広報活動
　　・バスの時刻表があれば、歩いて巡ることができる。

4日くらいで行けるコ－スと時刻表。
    ・研究会に入会する気はないが、講演会を聞きたいと思う。

図書館等で広報して欲しい。

7.今後「島根半島四十二浦巡り」(七浦巡りバスツァー)
①　歩いてみたい　②　案内があれば歩いてみたい　③歩く考えはない
   27人43.5%         27人43.5%                 2人3.2%

　　・バスツァ－に参加したいとは思わないが、個人で車・自転車で巡りたい。

※ご協力ありがとうございました。
	・翌2月18日には「平田七浦巡り巡りバスツァ－」、「四十二浦巡り平田地域ガイド講座」の開催を計画しています。研究会に入会、応援をお願いします。
（アンケ－ト集計結果の概要）
講演会参加者100人の内アンケ－トに答えて頂いた方は、62人で回収率は62％でした。
参加者の受付状況では、100人の内これまでの研究会の事業に参加されていた方は、33人33％で初めての参加者は67名、67％でした。
アンケ－ト回答者62名の性別は、男性が46人74％、女性が16人26％となっていました。
年齢構成は、60代が28人45％と一番多く、次いで70代が15人24％、50代9人15％等となっていました。30代を除き20代から90代まで様々な年代の参加者がありました。
　講演会の評価としては、ほとんどの方に「理解できた」と回答頂き、「もっと話を聞きたい」は設問の設定を考慮すべきですが、集計上は25％前後となっていますが、この講演会への期待は高いものと思われます。（資料送付依頼が続いています。）
　また、講演会の広報については、「新聞」と「研究会広報誌」を見て参加したとされる方が、同数でそれぞれ19人31％、次いで「図書館・電停」のポスタ－と答えた方が、13人21％等となっていました。「島根半島四十二浦巡り」の周知度については、「知らなかった」人が23人37％、「知っていた」人は22人35％となっており、前回の講演会では、それぞれ71.6%、13.6%であり、大きく変化していました。昨年は大社町での開催で地域差などもあるかと思います。
　さらに「四十二浦巡り（七浦巡りバスツァ－）」については、「歩いてみたい」、「案内があれば歩いてみたい」で合わせて87％となっていました。

　また、沢山の貴重な御意見・要望を頂きましたが、今後の事業展開に当たり活用させて頂くとともにお礼申し上げます。四十二浦巡りが、巡礼・観光等様々な旅のル－トとして利用して頂くため、今後一層の情報提供を収集し研究を深化させたいと存じます。

　



	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　

